
　丸山いきいき交流会で１００名を

超えるおじいちゃんおばあちゃんに

迎えられ、子供たちはドキドキ…！

　ちょっぴり緊張しながらも、ダンス

や歌を披露。一緒に手遊びも楽し

み、会場は笑顔に包まれました。

南幼稚園児45名、元気いっぱいに登場！！



　南房総市では高齢化率が更に高まり、家族形態の変容により社会的孤立、認知症高齢者や生活困窮者等多様
な生活課題が潜在しています。
　昨年度より日常生活自立支援事業や生活困窮者自立支援事業の個別の生活支援を推進してまいりました。
　そこで本年度は、これまで進めてきた地域支援と個別支援をあわせ、誰もが生きがいや役割を持ち、また地域
の生活支援や介護予防の担い手となって社会参加し、住民同士による助け合いの仕組み作りを更に進めます。
　そして関係諸機関と連携・協働し課題解決に向けた事業展開と支援のネットワークづくりの強化を目指し、平
成２８年度は次の事業を重点事項として取り組みます。

（市内１６地区）
　地域の方々による福祉ネットワークを築き、「たすけあい、ささえあい」の活動を推進します。

　生活支援コーディネーターを配置し、地域の福祉課題について住民の方 と々
　課題解決に向けた話し合う場とそのネットワークづくりを進めます。

　民生委員児童委員協議会・老人クラブ連合会・遺族会・心身障害者（児）福祉会・ひとり親福祉会などの活動を支援します。

　会員制有料送迎サービスで外出の支援をします。

不要な福祉機器を整備し、必要な方へお譲りします。

　70 歳以上で一人暮らしの方を対象に、毎月１回ボランティアや民生委員 
　児童委員による手作りの昼食をお届けし、安否確認を行います。

　 一日中ベッド上で過ごし、日常生活のほとんどに介護を必要とする方へ紙おむつを給付し、在宅介護を支援します。

地域の公民館などで週１回集いの場としてサロンを開催し、心身の健康保持と介護予防を支援します。
高齢者や障がいのある方のお宅へ訪問し、介護や日常の生活を支援します。

高齢者の介護サービスの計画を作成します。
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身近な地域でさまざまな交流の場づくりや、ささえあいの仕組みづくりを推進、支援します。

誰もが在宅で安心した生活が送れるように支援します。

地域の皆さまが主体である社協では、事業の自主性を高めるために、社協会費や寄付金などの自主資金
の確保が必要となっています。南房総市社協では、住民の方々と共に地域福祉活動を実施する意味でも、
地域の皆さまに、会員としてご参加をお願いしています。
　皆さまから寄せられたあたたかい気持ちによる会費は、地域の要望にそった福祉サービス事業を進めて
いくための大切な資金となります。
　社会福祉協議会の活動をご理解いただき一人でも多くの方に会員としてご協力をお願いいたします。

一般会費　 　 1,000円　区長会のご協力を得て各世帯にご協力をいただいています
賛助会費　 　 2,000円　社協事業にご賛同いただける個人の方にご協力をいただいています
                                 　　 社協事業 ・ 地域福祉事業に特にご賛同していただける個人 ・ 企業の
                                        皆様にご協力をいただいています
施設団体　1 口　 5,000円　社協事業にご賛同いただける福祉施設・団体様にご協力をいただいています

～わたしたちの地域のために～ 社協会員加入のお願い

5,000円

事
業
方
針
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サ ー ビ ス 区 分 予 算 額 サ ー ビ ス 区 分 予 算 額
法 人 運 営 事 業 １４６，９６５ 歳末たすけあい募金配分事業 ４，０６６
地 域 福 祉 活 動 推 進 事 業 １５，７６８ 市 受 託 事 業 ３９，６６２
住民参加型在宅福祉サービス事業 ７，１５０ 県 社 協 受 託 事 業 １，５８５
福 祉 活 動 支 援 事 業 ６３６ 介 護 サ ー ビ ス 事 業 　４３，７８１
福 祉 資 金 貸 付 事 業 ２，７３８ 施 設 管 理 事 業 １２，４１３
赤 い 羽 根 募 金 配 分 事 業 ６，７１３

　合　　　　　計 ２８１，４７７

○一般会計　合計 281,477 千円 （単位：千円）

弁護士や司法書士が無料で相談をお受けし、生活の安定が図られるよう支援します。

日常生活で十分な判断ができない方や、障がいのある方へ、福祉サービスの
　 情報提供を行い、日々の金銭管理を支援します。

　生活や仕事に心配・不安・悩みを抱えている方へ地域において自立した生活 
　 が行えるよう問題解決に向けた支援をします。

　小中高等学校へ福祉の心を育むため、学校と連携し福祉体験出前講 
 　座の開催や、福祉教育のための活動を助成します。

    各種ボランティア講座を開催し、ボランティア活動への
　 充実を図ります。

身近な場所で安心して過ごせるように支援します。

次世代を担う児童・生徒に福祉を理解してもらいます。

ボランティア活動を促進するため、様々な方が参加しやすいボランティア活動の取り組みを進めます。

各種事業を推進するための自主資金を確保し、運営基盤を強化します。



主な事業報告南房総市社会福祉協議会

地域のみなさまと共に
◇南房総市敬老会 …………………… 1,095人参加
　長寿の労をねぎらい高齢者をご招待
◇結婚 50 周年記念祝賀事業の開催…希望対象85 組
　金婚式をお迎えのご夫婦へ記念品を贈呈
◇高齢者肖像画贈呈………………………20人贈呈
　長寿を祝し対象者へ贈呈
◇市内16地区社会福祉協議会の運営支援
◇地域福祉フォーラムを10 地区で設置しフォーラムを開催
◇「ふれあい」をテーマに地域ごとに世代間交流会や
   季節行事を開催………………………1,378人参加
◇火災、風水害等の被災者に応急援護資金の交付
　…………………………………お見舞い世帯数2件
◇福祉団体の活動を支援
   民生委員児童委員協議会･老人クラブ連合会･遺族会
　ひとり親福祉会･心身障害者(児)福祉会など

福祉教育の推進
◇小・中学校、高校への福祉教育推進助成金を交付
　小学校（9校）、中学校(6校)、高校（1校）
◇学生福祉体験講座…………………… 168人参加
　福祉の心を育む為、ボランティア体験をしました

ふくしの相談
◇無料法律相談……６３件
　弁護士や司法書士が相談をお受けしました

ボランティア活動を支援
◇ボランティア養成講座の開催
　●給食ボランティア講座 ………延べ194人参加
　●災害ボランティア講座 ………延べ166人参加
　●介助ボランティア………………延べ 73人参加
　●サマーボランティアスクール …延べ49人参加
◇ボランティアセンターの運営
　●登録ボランティアグループ……………58 団体
　●登録ボランティア数……………延べ1,060人

福祉車両・福祉機器貸出
◇福祉車両貸出……………………貸出件数 861件
　車イスに乗ったまま利用できる車両を貸出しました
◇福祉機器の貸出………………… 貸出件数 90 件
　車イス・ベッドなどを貸出しました

社協活動をたくさんの方々に
知っていただくために

◇ホームページの運営 ……… アクセス数 3,991件
◇社協広報紙「てんだぁ」の発行
　………………………… 年 4回（7・10・1・4月）
◇第10 回南房総市社会福祉大会の開催
　………………………………………… 400人参加
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２７年度平
成

在宅介護のお手伝い

◇ホームヘルパーによる訪問介護
　……………………………延べ利用件数4,584件
◇居宅介護支援（ケアプラン作成）
　………………………………延べ利用件数429 件
◇ホームヘルパーによる障害者居宅介護
　………………………………延べ利用件数785件
◇高齢者生活管理指導員派遣
　……………………………… 延べ利用件数216 件

（介護保険法・障害者自立支援法に基づく介護サービスを含む）

施設管理
◇ちくら介護予防センターゆらり
　………………………………  利用者数11,609 件

各種資金の貸付
◇福祉資金貸付 …………………………………1件

高齢になっても
安心して暮らせるために

◇ふれあいランチサービス……………食数9,685食
　70歳以上の一人暮らしの方へお届けしました
◇在宅介護をされている方へ紙おむつを年4回給付
　 …………………………………… 給付件数645件
◇介護予防通所事業（お達者サロン）
　 ……………………………  延べ利用者数4,000人
◇過疎地有償運送事業で高齢者、障がい者の外出支援
　●ホームヘルパーによる外出支援サービス
　 ………………………………… 送迎回数1,599回
　●ボランティアによる移送サービス
　 ………………………………… 送迎回数1,978回
　　　　　　利用会員139人　協力会員66人
◇福祉機器リサイクル事業
　●リサイクルボランティア2名が毎月1回
　　メンテナンスを実施
　………車イス5･歩行器1･杖2を必要とする方へ譲渡
◇在宅介護者の心身のリフレッシュに介護者のつどい
　●第1回　家庭に取り入れるメディカルアロマの基礎
　　講座「自宅でできるアロマを使用したリラックス法」
　………………………………………………延べ２５人参加
　●第2回　「認知症カフェに行ってみよう」
　　見学参加し、認知症カフェについての講話
   ………………………………………………延べ9人参加
◇日常生活自立支援事業(新規事業)
   …………………………………………現認支援員数9人
　●生活支援員が日常生活の財産管理や福祉サービスの
      利用援助をサポートし、安定した生活を支援しました
    ……新規相談8件･新規契約11人･契約(3月末)11人
◇生活困窮者自立相談支援事業(新規事業)
　●専門の相談支援員が個々の抱えている課題を関係機関と
        連携調整を図りながら自立に向けた支援をしました
　 …………新規相談79件･プラン作成4件･終結1件



平成２７年度会費納入にご協力ありがとうございました。
皆様からのご協力による貴重な会費は、事業計画により地
域福祉・在宅福祉の充実・ボランティア育成等の事業に有
効に役立たせて頂きました。

平成 27年度　社協会費のご報告とお礼 会 費 の 種 類 金　　　額
一 般 会 費 １3,180,200 円
賛 助 会 費 　　　810,000円
特 別 会 費 850,000円
合 　 　 計 　14,840,200 円

平成 27年度会費納入実績
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皆様からの温かい気持ちが福祉を支えています

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

基金積立資産取崩収入
積立資金取崩収入
その他の活動による収入
その他の活動収入計(7)
基金積立資産支出
積立資産支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計(8)

流動資産
固定資産

流動負債
固定負債

基本金
基金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動増減差額

施設整備等寄附金収入
施設整備等収入計(4)
固定資産取得支出
施設整備等支出計(5)

法人運営費支出
事業費支出
事務費支出
配分金支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計(2)

事業活動収入計(1)

事業活動による収支
勘　　定　　科　　目

資 産 の 部 負 債 の 部 純 資 産 の 部

平成27年度資金収支計算書

平成27年度貸借対照表

平成27年度事業活動計算書
（自）平成27年4月1日（至）平成28年3月31日 （単位：円）

決　　　算

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)  
前期末支払資金残高(12)  
当期末支払資金残高(11)+(12)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
予備費支出(10)

資産の部合計 負債の部合計 純資産の部合計

その他の活動による収支

施設設備等による収支

14,840,200
11,470,779
95,412,910
40,656,341
50,000

7,955,500
356,600

16,489,160
2,613,470
38,966

5,813,308
195,697,234
145,960,211
34,149,221
4,827,598
3,205,000
50,000

5,405,000
18,000

193,615,030
2,082,204

850,000
850,000
1,166,860
1,166,860
△ 316,860

18,988
2,832,610
14,649,690
17,501,288
11,491,374
1,400,243
6,265,830
19,157,447
△ 1,656,159

0
109,185

61,553,767
61,662,952

73,726,407
241,529,775

315,256,182 150,789,805

17,892,455
132,897,350

8,000,000
98,454,034
2,790,999
17,111,280
38,110,064
164,466,377

収

　
　
　
　
　入

収
入

収
入

支
出

支
出

支

　
　
　
　
　出

会費収益
寄附金収益
経常経費補助金収益
受託金収益
事業収益
負担金収益
介護保険事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の収益
サービス活動収益計(1)

施設整備等寄附金収益
その他の特別収益
特別収益計(8)
固定資産売却損・処分損
国庫補助金等特別積立金積立額
特別費用計(9)

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益
サービス活動外収益計(4)
サービス活動外費用計(5)

法人運営費
事業費
事務費
配分金費用
共同募金配分金事業費
助成金費用
負担金費用
基金組入額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
サービス活動費用計(2)

サービス活動増減の部
勘　　定　　科　　目 決　　　算

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

前期繰越活動増減差額(12) 
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 
基本金取崩額(14) 
基金取崩額(15) 
その他の積立金取崩額(16) 
その他の積立金積立額(17) 
次期繰越活動増減差額(18)=(13)+(14)+(15)+(16)+(17)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 
繰越活動増減差額の部

経常増減差額(7)=(3)+(6) 
特別増減の部

サービス活動外増減の部

14,840,200
11,470,779
95,412,910
40,656,341
7,955,500
356,600

16,489,160
2,613,470
5,803,238
195,598,198
144,898,031
34,149,221
4,827,598
3,205,000

0
5,405,000
18,000

11,491,374
2,217,634

△ 1,089,925
205,121,933
△ 9,523,735

38,966
10,070
49,036

0
49,036

△ 9,474,699

850,000
0

850,000
8

850,000
850,008
△ 8

△ 9,474,707

47,569,776
38,095,069

0
18,988

0
3,993

38,110,064

収

　
　
　
　
　益

収

　益

収

　益

費
用

費

　用

費

　
　
　
　
　用

平成28年3月31日現在 （単位：円）

負債及び純資産の合計 315,256,182
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の

付
け
方
や
、
そ
の
他
に
効
果
的
な
う
が
い
の
方
法
、
大
き
く

　

地
域
に
お
住
い
の
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
枇
杷
倶
楽
部
の
い
ち
ご
庭
園
で
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
い
ち
ご
の
食
べ
比
べ
を
し
ま
し
た
。「
こ
の
品
種

は
甘
酸
っ
ぱ
い
ね
」「
こ
っ
ち
は
甘
〜
い
」
と
お
友
達
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
い
ち
ご
狩
り
は
久
し
ぶ
り

の
方
も
多
く
、み
な
さ
ん
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
館
山
警
察
署
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

「
電
話
de
詐
欺
」
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
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口
を
開
け
て

お
口
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お

達
者
サ
ロ
ン
う

ち
ぼ
う
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
「
重

さ
当
て
ゲ
ー

ム
」
を
チ
ー
ム

で
行
い
、
会
場

内
は
大
い
に

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

瑳
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　

匝
瑳
市
で
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
災
害
時
要
援
護

者
台
帳
を
作
成
し
、
定
期
的
に
台
帳
の
更
新
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
地
域
住
民
が
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い

る
の
か
話
し
合
い
を
し
、
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
方
が
大

勢
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
市
内
商
店
に
協
力
を
お
願
い
し
、

買
い
物
支
援
の
た
め
の
宅
配
電
話
帳
を
作
成
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
し
た
委
員
か
ら
宅
配
電
話
帳
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
積
極
的
に
質
問
し
て
お
り
、
地
域
の
方
の
協
力
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
か

か
っ
て
き
た

電
話
の
音
声

を
聞
き
、
騙

さ
れ
な
い
よ

う
に
み
ん
な

で
注
意
点
を

声
に
出
し
て

再
確
認
を
し

ま
し
た
。
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一般の公共交通機関での移動が難しい方、高
齢で周囲に送迎（運転）のできる人がいない方
の通院や買い物などの外出のお手伝いをしてく
ださるボランティアさんを募集しています。
　住民同士の助け合いで行っているボランティ
ア移送サービスに登録してみませんか？

◆
  
◆
　

◆
　

　

富
山
地
区
の
「
市
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
、
富
山
地
区
市
部
の
住
民
で
組
織
し
、
会
員
29
名
で
岩
井
海
岸
の
ゴ

ミ
拾
い
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
、
一人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
や
餅
つ
き
等
の
イ

ベ
ン
ト
、
観
音
山
の
環
境
整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
集
う
「
お
花
見
会
」
や
最
近
で
は
臼
と
杵
を
使
い
餅
つ
き
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
「
御
餅
つ
き

会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
４
月
〜
５
月
に
か
け
て
、

不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
地
域
の
方

よ
り
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
約
40
匹

の
鯉
の
ぼ
り
を
観
音
山
で
泳
が
せ
て

い
ま
す
。

　

観
音
山
は
、
区
内
の
小
高
い
山
で
、

天
気
が
良
い
日
に
は
東
京
湾
越
し
に

富
士
山
を
眺
め
、
住
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り

が
泳
ぎ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
続
け
ま
す
。

優
雅
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を
眺
め
て

【品　目】

　①車イス　
　②杖
　③歩行器（シルバーカーを含む）
【利用できる方】

【利用について】

　

【申込・問い合せ先】南房総市社会福祉協議会（本所）または、お近くの福祉サポートセンターへ

　ご家庭で不要になった福祉機器をお譲りいた
だき、それをリサイクルボランティアが整備・修
理し、必要とする方へ無償でお渡しします。



ご家庭で眠っている食品大募集！
フードドライブ≪食品の募集≫にご協力ください。

　日本では年間約１，７００万トンの食品が廃棄され、その
中にはまだ食べられるのに捨てられてしまう食品が５００～
８００万トンもあると言われています。
　ご家庭で不要な食品があればぜひご寄贈ください。
　いただいた食品は「フードバンクちば」が責任を持って福
祉関連施設へ、支援団体などを通じて生活に困窮している方
にお配りします。
　皆さまのご協力をお願いいたします。

　前回、食品を募集したところ、南房総市では
２２５. １㎏（１１回は１６３. ２㎏）と毎回多くの
食品が寄せられています。
　本会での平成２７年度フードバンク利用状況は、
総数１０件です。
生活に困っている方への支援としては、食事は生活
力の回復への大き力となります。引き続きご協力を
お願いします。

【寄付いただきたい食品】
□穀類（お米、麺類、小麦等）
□保存食品（缶詰・瓶詰等）
□乾物（のり・豆など）
□調味料各種、食用油
□インスタント食品・レトルト食品
□飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）
□ギフトパック（お歳暮・お中元等）

※注意いただきたい点
　①賞味期限が明記され、かつ２ケ月以上あるもの
　②常温で保存が可能なもの
　③未開封であるもの
　④破損で中身が出ていないもの
　⑤お米は平成２６・２７年度産に限ります（玄米可）

第 13回フードドライブ　平成 28年５月 16日（月）～ ６ 月30日（木）まで
第 14回フードドライブ　平成 28年９月 12日（月）～ 10月31日（月）まで
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金婚のご夫婦をお祝いします

〈対象ご夫婦〉   昭和 41年９月1日～昭和 42年８月31日の間に結婚され、
                  　市内にお住まいのご夫婦（ともに健在であるご夫婦）
〈申込期間〉 7月25日(月)～8月18日(木)
〈 申 込 先 〉 お近くの福祉サポートセンターへお申し込みください

　お二人で歩んできた長い道のりも一区切り。
これからも寄り添いながら素敵な人生を歩んでいただきたいと記念品を贈呈します。

募集

 ありがとう！
２２５.１㎏
集まりました

【受け取り窓口】南房総市社会福祉協議会（本所）または、お近くの福祉サポートセンターへ

ご案内

第12回　フードドライブのご報告　Ｈ28.1/12～2/29



 ホームページ 
　http://www.chibakenshakyo.com/

● 南房総市社会福祉協議会
　ホームヘルプサービス　 29 - 5 0 2 1

● 南房総市社会福祉協議会
　ケアプランセンター　　 29 - 5 0 2 2

清潔のポイント

①石鹸をよく泡立てる。
②指の間、土踏まず、かかとを丁寧に洗う。
③石鹸をよく洗い流す。
④指の間の水分をよくふき取る。

　足や足の爪は、身体を支えるという大きな役割
を持っています。
　しかし、高齢になると足先まで手が届かなくな
り、十分に洗えないことで水虫になってしまうな
ど、トラブルが起こります。
　　　　　

足や足の爪のお手入れを !!

お手入れをして快適にすごしましょう。
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千葉県介護支援専門員
実務研修受講試験の申込書を

配布します

◆申込書配布期間
　平成28年5月25日（水）～6月30日（木）
《内　容》
◆試験日時
  平成２8年１０月2日（日）　午前１０時～正午
◆受験資格
  医療・保健・福祉分野の有資格者などで一定期間
  以上の実務経験のある方
◆申込書配布場所
  南房総市社会福祉協議会、県社会福祉協議会、
  県福祉人材センター(JR千葉駅前)、県高齢者福祉課、
  各県健康福祉センター、各市町村介護保険担当課
◆申込受付期間
  平成２8年5月25日（水）～6月30日（木）
  最終日消印有効　簡易書留による郵送受付のみ
◆問い合せ先
  千葉県社会福祉協議会　介護支援専門員養成班
  〒２６０－８５０８　千葉市中央区千葉港４－３
  TEL.０４３(２０４)１６１０　FAX.０４３(２４１)５１２１

介護についてのご相談は下記にご相談ください。

足のケアについて



　

    

　 　 　

善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上のため有効に役立たせていただきます。ありがとうございました。

敬称略/平成28年３月～平成28年５月

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市千倉町瀬戸 2705-6

44-3577　 44-3542
◆とみうら福祉サポートセンター　 33-4565
◆とみやま福祉サポートセンター    57-2926
◆みよし福祉サポートセンター　    36-2276
◆しらはま福祉サポートセンター    30-5122
◆ちくら福祉サポートセンター　　 44-3541
◆まるやま福祉サポートセンター    46-2200
◆わだ福祉サポートセンター 　      47-3390
◆ホームヘルプサービス　　　　    29-5021
◆ケアプランセンター　                29-5022

たくさんのまごころ
    ありがとうございます。

　　 　

～法律に関することでお悩みの方～

開設日 場　　　　所 担　　当

  ７月 28日 （木）  丸山公民館 司法書士 

　８月 25日 （木）  富山公民館 弁護士

 ９月29日（木） 白浜コミュニティセンター 司法書士

時間／午後１時～午後４時　
予約・問い合せ先　 ４４－３５７７

44-3577

○事前予約申込：随時電話にて予約を受け付けます。
○定　　員：6人（相談はおひとりにつき 30分まで）
○そ の 他 ：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。

詳しくは　南房総市社会福祉協議会

南房総市ボランティア連絡協議会　    4,815 円
株式会社おどや    　                  47,466 円
（有）明日香交通　　　　　　　    100,000 円
きらり　ゴルフ愛好会　　　　　    26，400 円
演歌塾・丸山                          　167，115 円

ー 発行・編集 ー

南房朝市組合              　　　　　　　　20,392 円
演歌親睦協会　千葉県事務局               110,475 円
南総歌謡連盟                                     56，863 円
　　　　　　
匿名　7件　　　　　　　　　　　　　144,483 円

　 南房総市内に在住し、在宅で日常生活のほとん
どに介護を必要とする方に紙おむつを給付します。

　平成２８年４月１４日に熊本県内において発生した地震により被災された
皆さまに、謹んでお見舞い申し上げます。
　この度の震災において、人的・物的被害により被災された現地の方々への
支援を目的とした義援金の協力をお願いしています。
　なお、お寄せいただいた義援金は、被災地に設置された義援金配分委員会
を通じ、全額を被災された方々にお届けいたします。

○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

・1日中ベット上で過ごされ日常のほとんどに介護を要す
　る要介護認定３・４・５の方

・身体障害者手帳1級・2 級の方

・精神障害者保健福祉手帳および療育手帳をお持ちの方

紙おむつ　尿取りパット　フラットタイプの内1品目

・65歳以上で要介護４・５の方、介護をしているご家族
※要介護高齢者の属する世帯全員が前年度市民税非課税の世帯

紙おむつ　尿取りパット　紙パンツ
※1回あたり25,000 円以内

申込期限／平成 28 年７月29日（金）まで
給付月／平成 28 年 9月
申込先／南房総市社会福祉協議会各福祉サポートセンター
問い合せ先／南房総市社会福祉協議会（本所）
　　　  または、 お近くの福祉サポートセンターへ　

　

対
象
者

対
象
者

品
目

品
目

紙おむつを給付します
無料法律相談

♥平成 28年熊本地震災害義援金

    
    

南房総市社会福祉協議会(本所)
または、お近くの

福祉サポートセンター

受付窓口平成29年3月31日まで

4月19日～5月31日　12件　290,586円
ご協力ありがとうございました。ご報告


